
第三種郵便物認可

第
１
・第
２
作
業
員
計
２
人
犠
牲

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
で
タ
ン
ク
上
部
か
ら
協
力
企
業
の
作

業
員
が
落
下
し
た
事
故
が
あ
り
、
東
電
は
２０
日
、
こ
の
作
業
員
が

同
日
未
明
に
死
亡
し
た
と
発
表
し
た
。
第
１
原
発
で
の
作
業
中
の

死
亡
事
故
は
、
昨
年
３
月
に
土
砂
の
下
敷
き
に
な
っ
て
１
人
が
死

亡
し
た
の
に
続
き
２
件
目
。
ま
た
福
島
第
２
原
発
で
も
２０
日
、
協

力
企
業
の
作
業
員
が
死
亡
す
る
事
故
が
あ
っ
た
。

東
電
社
長
「痛
恨
の
極
み
」

作
業
員
の
死
亡
事
故
が
相
次
ぎ
、
臨
時
記
者
会
見
で
謝
罪
す
る

（左
か

ら
）
東
京
電
力
の
石
崎
芳
行
福
島
本
社
代
表
、
福
島
第
１
原
発
の
小
野

明
所
長
、
第
２
原
発
の
設
楽
親
所
長
＝
２０
日
午
後
、
福
島
県
楢
葉
町
の

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ツ
ジ

双
葉
署
に
よ
る
と
、

第
１
原

発
で
死
亡
し
た
の
は
福
島
県
広
野

町
下
北
迫
西
町
、

雄
さ
ん

（５５
）
で
、

会
社
員
釣
幸

死
因
は
多
発

外
傷
。

東
電
に
よ
る
と
、
釣
さ
ん
は
１９

日
午
前
９
時
１０
分
ご
ろ
、
雨
水
を

た
め
る
タ
ン
ク
の
点
検
作
業
中
、

天
板
に
あ
る
穴
か
ら
約
１０
研
下
の

タ
ン
ク
内
部
に
落
下
し
た
。
落
下

防
止
の
安
全
帯
を
腰
に
装
着
し
て

い
た
が
、
使
わ
れ
た
形
跡
が
な
か

っ
た
。

第
２
原
発
で
は
２０
日
午
前
９
時

半
ご
ろ
、
廃
棄
物
処
理
建
屋
と
呼

ば
れ
る
建
物
内
で
、
福
島
県
い
わ

き
市
平
城
東
、
会
社
員
新
妻
勇
さ

ん
（４８
）が
点
検
台
の
機
具
に
頭
を

挟
ま
れ
死
亡
し
た
。

東
電
は
２０
日
、
福
島
、
新
潟
、

東
京
を
テ
レ
ビ
中
継
で
結
ん
だ
臨

時
記
者
会
見
を
開
き
、
姉
川
尚
史

簸
請
洵

続 ．
議
利
熱
岬
味
部
（

しヽ 重
〓

一

と
謝
罪
。
第
１
原
発
の
小
野
明
所

長
は

「
三
度
と
こ
の
よ
う
な
悲
劇

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
誓
う
」
と

述
べ
た
。

作
新
劉
朝
蟻
け
一
割
噸
¨
に
誼
¨

・

構
内
に
危
険
箇
所
が
な
い
か
総
点

検
す
る
。

広
瀬
直
己
社
長
は
経
済
産
業
省

を
訪
れ
、

高
木
陽
介
経
産
副
大

臣
に

「大
き
な
事
故
が
連
続
し
、

経
営
ト
ッ
プ
と
し
て
痛
恨
の
極

み
。
大
変
申
し
訳
な
い
」
と
陳
謝

し
た
。

高
木
氏
は
再
発
防
止
に
万
全
を

期
す
よ
う
求
め
た
。


